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市
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内
ガ
イ
ド 

藤
田 

美
子

は

る

こ
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当
日
は
、
今
年
一
番
の
猛
暑
に
も
係

わ
ら
ず
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

予
定
は
２
時
間
で
し
た
が
、
３
時
間

近
く
の
長
時
間
、
藤
田
美
子
様
よ
り
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ご
自
身
で
撮
ら
れ
た
貴
重
で
美
し
い
蝶

の
写
真
の
説
明
も
し
て
い
た
だ
き
、
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館
は
、
Ｊ
Ｒ
高
槻

駅
か
ら
北
西
に
徒
歩
で
約
１０
分
程
度
の

場
所
に
あ
り
ま
す
。 

 

38
億
年
の
生
命
の
歴
史
を
じ
っ
く
り

読
み
と
り
、
私
た
ち
の
生
き
方
を
探
る

「
生
命
誌
」
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
研
究
と
資
料
館
。 

多
様
な
生
き
物

の
世
界
や
、
生
命
誌
の
考
え
方
に
沿
っ
た

具
体
的
な
研
究
を
紹
介
し
て
い
る
。 

 

左
上
の
写
真
は
、
生
命
誌
絵
巻
で
扇
形

を
し
て
い
ま
す
。 

扇
の
要
は
、
地
球
上
に
生
命
体
が
誕
生
し

た
と
さ
れ
る
38
億
年
前
。 

以
来
多
様
な
生
物
が
生
ま
れ
、
扇
の
縁
、

す
な
わ
ち
現
在
の
よ
う
な
豊
か
な
生
物

界
に
な
っ
た
。 

 
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
資
料
館
は
、
１
回
で
理
解

す
る
こ
と
は
困
難
で
し
ょ
う
。 

私
た
ち
人
間
が
こ
こ
に
存
在
す
る
の
も
、

３８
億
年
の
生
命
の
歴
史
が
あ
っ
て
存
在

す
る
の
で
す
。 

 
 
 
 
 

S
・
O 

Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館 

を
見
学
し
て 

宇
宙
っ
て
い
つ
か
ら
？ 

そ
し
て
地
球
、
太
陽
、
月
、
星
等
々

ど
の
様
に
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。 

私
は
幼
い
こ
ろ
「
こ
の
空
の
ど
こ
に

塀
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
い
、
今

も
尚
こ
の
疑
問
と
不
思
議
な
存
在

に
迷
い
続
け
て
い
る
。 

 

天
体
の
中
に
唯
一
生
物
が
存
在

す
る
と
言
わ
れ
る
地
球
。 

そ
こ
に
生
息
し
て
い
る
動
物
に
つ

い
て
こ
の
研
究
所
は
生
命
の
営
み

に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
研
究
を
続
け

て
い
る
。 

 

気
の
遠
く
な
る
様
な
約
３８

億

年
前
に
微
生
物
が
出
現
、
や
が
て

地
球
の
変
化
（
進
化
）
と
共
に
現

在
の
形
の
動
物
が
生
ま
れ
た
。 

 

こ
の
展
示
館
は
主
に
蝶
・
虫
等
の
進
化

の
過
程
を
解
り
易
く
展
示
し
て
い
る
。 

 

私
が
最
も
興
味
を
持
っ
た
展
示

物
は
堤
中
納
言
物
語
に
出
て
く
る

姫
。
虫
を
愛
（
め
）
で
て
、
自
身

が
蝶
の
様
に
振
る
舞
い
、
蝉
の
様

な
声
で
あ
っ
た
と
か
。
虫
に
因
ん

で
歌
を
詠
み
、
そ
の
魂
を
詠
み
と

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
一
寸

の
虫
に
も
五
分
の
魂
！
！
Ｎ
．
Ｙ 

Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館
の
感
想 

病
気
や
負
傷
し
て
痛
み
を
感
じ
る
時

は
大
慌
て
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
時

は
体
や
心
の
痛
み
に
つ
い
て
そ
の
原
因

や
治
療
方
に
つ
い
て
も
案
外
無
関
心
で

生
活
し
て
い
ま
す
。 

 

「
地
球
に
生
き
る
生
物
は
す
べ
て
連 

な
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
全
て
の

人
間
が
深
く
考
え
認
識
し
て
行
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
生
命
誌
研
究

館
の
説
明
を
受
け
て
痛
感
い
た
し
ま

し
た
。 

 

「
自
分
の
個
体
は
永
遠
に
生
き
る
生

命
系
の
要
素
の
一
つ
で
あ
り
、
親
の
世

代
の
物
質
・
生
殖
細
胞
に
よ
っ
て
、
す

べ
て
子
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
、
生
物

は
元
来
死
な
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
」

と
い
う
説
明
は
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

二
度
三
度
と
ま
た
訪
問
し
た
く
な
っ

た
生
命
誌
研
究
館
で
し
た
。 

Y
・
J 
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バイカモ 
梅雨が明けた後の暑さは、格別です。１８日

の海の日を境にプール開きや海水浴場のオープ

ニングが行われました。 

 人々はそれぞれに冷を求めて山や海に行きま

すが、見た目にも涼しい思いをさせてくれるの

に、「醒ｹ井の地蔵川梅花藻」の観賞があります。 

 滋賀県米原市の「醒ｹ井宿梅花藻」は昔より中

仙道を旅する人の憩いの場所でした。 

今も７～８月には地蔵川の清流に梅の花に似た

白い花をつけた「梅花藻」が咲き競い、夜間の

ライトアップもあって納涼客をいっぱい集めて

います。 

十六夜日記/阿仏尼 

 「すさぶ手に 濁る心を すすぎなば  

浮世の夢や さめがいの水」 Ｔ．Ｎ    

わ
が
ま
ち
紹
介 

Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館 

 
 
 

38
億
年
の
生
命
の
歴
史
と
生
物
間
の
関
係
を
知
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
然
の
豊
か
さ
の
本
質
を
知
ろ
う
！
！  

９月度行事予定   

"高槻の治水を考える：番田井路と大樋" 
月  日：平成１７年９月２２日（木） １３：１５集合 

集合場所：堤コミュニティセンター  高槻市堤町３－２  

交通案内 市営バス  ＪＲ高槻駅南 ④乗り場  

下田部団地行き １２：３５発  下田部下車 

 

８月度行事予定 "清水の里： 
大冠浄水管理センターと大冠小ビオトープ" 

月  日：平成17年８月18日（木）13：15集合 時間厳守 

集合場所：西冠３丁目４７－１ 大冠浄水管理センター 

交通案内：市営バスＪＲ高槻駅南 ➃ １２：５３発 

       下田部団地行きで 若松町下車 
 

四 季 彩 

生 命 誌 絵 巻

会員募集 
活動内容等は会員に確 

認するか、下記ホーム 

ページを見て下さい。

http://web3.ibj.co/~kirin/ 
高槻市市民公益サポート 

センターのＨＰからも 

リンク出来ます。 


